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「れ意審，曜時轄盤鱒広つれ書官襲護33金2j

結果ではなく経過の情報を逐次異体的!こ公開してほしい。

松山との合併， J 11内との合併だけではなくf1jく司能性を追求レ

だい。

合併についての委員会i乙公募による住民の参加を認めてほしい。

決まつだことについての説明会ではなくす決定する過程で住民の

意見在十分に佼映することができるような話し合いの揚をつくっ

てほしい

アンケートを実施する揚合にIct，合併についてのメリット・デメ

リット在住民が十分理解レだ上で，金町民jこ対レて行ってほレい。



広議官丹署長穆 LZ鞄襲警岱曜時轄金鱒へ時費量り錨議長

之000主エユ~.J2臼

1 0月に黒の試薬が示されだのを受けて， r重{雲監朝議会持政改革

特樹委員会」が開催され廷。

え立♀立主盈

重信町j ) II!君臨の南関長が?重信.)11内合併案を参警パターンとし

て入れることを県へ襲望した。

2o 0 11:手 L星立上自

県の市町村合併推進要綱〈素案〉の合併パターン!こ，重信.) 11内合

{弁案が参警パターンとレて示されだ。

200~♀81~ 自

重{書簡職員 32名からなる「合併検討プロジェクトJというワーキ

ググループが発建した。このグループで!ま，松山市とJll内関ヘア

ンケートを依頼し〈回答期限は 3月23日)， 2つの葉についての

議料づくりをするG
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第 3 3 号 号

手やみやも~や

2 0 0 1年 1月から 3島の活動は，市町村合併について害えることが主疋る活動となりました。

2用{こはメンバー数名が県庁へ定を運び2 療の担当者の話を菌撞聴いだり 3 市町村合併推進要綱

策定鴇討委員会〔なんて長い名称げを稽聴し?とりと 7 熱血芯活動を麗関しましだ。

その結果下市田村合併を町民主{本で進めるために「し1ま市町村合併について望むこと」を会

報のトップ!こ大きく掲載することになりまレだ。市町村合併は暮らレを衰える出来事ですからs

Hl]毘みんなで奪えたいちのです。

1 fiヨ!こは総会を開催レまレた ・@喝・ φp.4

2月， 3月iこは市街村合併について奪えまレた。

愛媛県市昭村課の担当者!こ話を聴きました (2丹58) p.5-6 

第 7田市町村合併推進要綱藁定横討委員会を健聴レましだ (2用 20日〉

p.7崎 8

例会で市町村合併を考えまし疋 (2用 19日， 3月5日〉 ・. .. p.1-2 

関連記事とコラム ・ g ・・ e ・e ・ ・ ・ ⑥ ・ p.9

重!雲町議会館聴賭iこ望む p.1む

地理温暖化防ヰの疋めの愛嬢県の取り組み

今後の計画など

4
i
'
 

4
l
 

n
u
F
 

p.12 
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1月例会報告

?用 15臼午後7 間民会館で学習会の総会をレまレた。ます林さんから会計報

告を受11，会計記録をみんなで晃た後?京認レまレた。

その後g 市西村合併が重信町でどの機{こ推められているのわ¥又3 学翠会とし

て令後どの様に取り組んでいくのか?という事を話し合いまレ疋。震が合併要綱

を出そうとしている時?町内で舎併協議についての嬉報は住民に流れてこないレ2

私達も HIT及び私達の暮らしへの影響が漠然としだ感賞でしかとらえられません。

そこで 3 索開各市商村の需報を収集 e 分析しているであろう y 県市昭村諜担当

者!こ，合併前と後の暮らレの変化を数字でmレてもらったらどうだろうという話

に設りまレ足。

そうすると 3 水道料金や税金関連3 介護保瞭3 議員定数など 3 暮らしの菱化が

異体的になって，合{井による私達への罷響力t少レでちわかりやすく在る，と考え

だのです。

県の担当者との交j樹立五年もお世話して頂いた，県議の阿部悦子議員にお願

いすることになむまレだ。

話の流れがここまで来た時には会の予定時間を過ぎていて，年間活動計留はお

さんぽ会と県外研{I多のことだけ話し合川ましだ。おさん段会{芸春と軟に 1毘ずつ，

県外研修の候補地{こは岡山の関谷学校と鯨星雲の大塚美Vfrr館があがりました。今年

は出会し1塾をしたいという意晃ち出ましだが※ヲ学翠会では活動会員?購読会員

の色尽な芦を闘かせてもらって年間計画を立てだいと考えています。

皆さん3 どしどし御意見をお寄せください。 (R. 0) 

%: 来月例会以降!こ活動内容を随時決定レていくという事で，総会を終わりま

しだ。

4 



雑 J惑

"平成 17王手市町村合併刊という誌は，以前から耳にしていたいそれZまりに

関山色持っていたが，異体的なことはあまり知ら恐かった私が3 最近 2護も県

の市町村課の7うから麗撞お話をうかがう機会iこ恵まれだ。

明治22年市制町村制施行，昭和 28 X手題材合併提違法などを経て現在{こ至っ

ているという歴史的脅襲。現在， I国@地15の慰政状況が撞めて厳レい状況にあり?

地方交得税制度等の地方期政制j穫を現告のまま維持することは鴎難であること。

少子高齢化が急速に進む現代において9 多機化g 高度化する行政ニ…ヌに応える

為iこiま一定規壊以上の人むと産業集横を有する自治体でないと弼率的な行政が行

えない。その為の合鮮であるという説明をされだ。合併に際レては?平成 16王手

3丹までに合併レたところ，平成 17年3見までに合併レたところ，それぞれに

財政等の特例措置があるが?それはあくまでも合併に諜して生じる諸経費を補

意味のちのであり?合併に関レては住民の意思が議も重視されるとも言われた。

合併の基本パターン?参考パターンを示レだのもそれに固執するちのではなく 3

i主民の話レ合いのきっかけを作る為のちのであることち強調された。レかレ基礎

知識の乏レい私が薬朴な費問をすると?祭の作ったパターンがいかに意味のある

ちのであるかに終始レ 3 “音の不便な生活でいいと言うのならけという様な答え

まで返ってきだ。

苅率と{重和さを追求レ臣大化レ疋都市が3 いかに非人間的な揚になっているか?

私達は様々なメディアを還して十討すぎる程毘留している。 j愚E東地域への地域交

対税が3 いかにi国の期政を圧迫しているかも強調されたが}そちそも交付税iま

5 



政治家や宮績が額iこ汗レてどこかで諜ぎ出レてきた資金を地方にわけ与えて下さ

っているわけではなく，私選が納めた税金の 6割を盟庫に納め3 国民 1人1人が

どこに住んでち誰でも等しく安全で平穂な生活をi去る為!こ地方!こ分留するもので

あると理解レだい。生活iこ密接な関わりを持つ自治体は大きすぎない15がいし'0

そレて期政的{こ効率的jこというのなら，市町村合併よりちp 県という枠をとりは

すしだ1.5が効果が大きし1様jこち母、う。

レかレ平成 11年3 県{立“市町村合併謹選霊童鋼業定黍員会日を発足させ?以来

7岱の委員会が開催され，立;]表な"愛撮県市開村合併推進要綱"が出来だ今3 合

併時避けては通れないと想われる。令3 私選にできることは 3 合併問題を自分の

こととして奪え 3 私達がどの離な叫揚日を望み?時来どの嬢在方向jこ進んでいき

だいのかを真剣に考えることだと思う。 E立ちより多くの住民の意見を吸い上げる

揚を作ってい疋だきたい。過自のゴミ分間の自警の様!こ 3 単なる“お知らせ説

明会こ終わら悲し1撮 2 七若翠する。繋が作った要綱iこも留は①合併準儲補期

金，③合併準備経費{こ対する特別受付税措置3 ③情報譲{共3 ③フフドパイザー液還

などを約束している，とある。それらを充分利用レて，より深い話し合いの出来

る土震を作って欲レい。そうすればIe重信町強自の案が生まれるかちレれない。要

綱にち“市町村合併は最終的iこは各市町村が地域住民の意向を踏まえて決定すべ

き事1重であり?県が示しだパターン以外の組み合わせについてち十分な楼討を行

い欝絡的な判断を下す"と明記してある一文が翼!こ生かされる為!こ。(K. 0) 

告



7田市町村合静推進要輔策定機討委員会を憶聴して

2月20由、愛護県議会議事堂環境保鍵福祉課委員会室で開催された、第 7窃

市町村合併推進要綱策定楼討委員会を会員 4名で憶聴した。

3 4翼!こ宣る「愛嬢黒における市町村合群推進要綱策定jこ関する報告書J(案〉

{こ基づき、事務超から変更箇所の説明があり、 3'"'-'4人の委員が感想を述べ疋後、

報告書案を了承し、あれよあれよという簡に 30対程で終わってしまつだ。

今関i立、第 7!QJ自で最終回ということで、活発な慧売交換をしている揚面!こ毒

菌できなかったのが残患だった。しかしながら、こういっre.揚所での会舎に出て

みて、遅ればせながら、どういっ疋メンパーで、いつ、どんな話し合いがなされ

ていだのかがわかり参考になっだ。

市町対合併推進要綱策定検討委員会は、平成 11年iこ設置され、会長:藤田箭

三者愛犬教揮、副会長:吉久宏愛媛経済同友会幹事・開予銀行専務取締役、以下委

員8名(内女性一人 佐々木ひろみ松山東雲短期大学教捜〉のき十 10名で、市部

材合併の必要性や合併パターン等について竣討しできたそうである。

今回は委員 3名が欠席していた。出席委員から、

・作つだことが自的ではないので、スタートにしたい。

-各市町村の斉!こ、閣の赤字を市町村{こ押し得けるのが、という慧売が自立つ

ているように思う。このわだかまりを説く必要があり、その努力からはじめ

よう。

これだけの講料をよく作つ G 

@住民の意見をよく取り入れ疋報告書だ。

2年間審議をしつくし疋、他の輿iこ比べてち誇れる内容だ。

調査状況を文書{こ議り込ちの

等jマの憲男が出、お互いの努力を讃えあい、築定様討委員会はこれで解鞍。

この後、報告書を知事iこ提出レ、これを基iこ、異において「市町村合併推進要

綱」が策定される。これを受けて、今壌は各市町村で活発な議論を進めて行くと

いう段取り{こなっているようだ。

7 



この要綱の中で、重信簡に関係ある留所を莞ると、(1 )基本パターンでは、

主単品~墨車」輩{書留?、 J 11内町L 虫轟盟辺選立盈盆担立込(2 )参者パターンで

j革、

匿琵亙 盛田

( 1 )基本パターンでは[県都機能充実型]

-市街地が連疋んしている地i惑が多いことから、一体的な土地利用がでZ能となる。

争松山市在中とレて、より-J警の行政の高度化。円滑化が期待される。

e 公共賠設〈組山中央公園⑮私山市総合コミュニヂィセンター等〉の広域利用等

の進展がで吉能となる

(2 )参害パターンでは[都市題辺地域自立製]

・人03万人超となり「市Jへの移好が弓能になる。

e 市街地が運たんしている地境が多いことから、一体的な土地利用が司能となる0

・船山富東部の独立した核とレて、都市機能を充実させるとともに、松山市との

連携を翻ることによって、一!曹の発展が期待される。

e2つの一部事務組合再開、火葬揚〉が解j得され、行政の合理化 φ 効率化が国

ちれる。

以ょのようなことが警かれてあちまレ足。

委員会舘踏の後、間部県議の理室へお邪麓しまレ疋。特!こ女性議員同志の援を

割つだ話し合いでは抱腹絶倒の揚麗もあり、協快なひと時でした。 (S， K) 
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と

は

。

ょ

う

が

な

く

合

併

す

る

の

は

島

大

事

な

の

は

議

論

だ

。

効

率

一

番

良

く

な

い

。

広

田

村

の

よ

晶

化

と

誇

リ

に

思

え

る

よ

う

な

地

う

な

反

対

意

見

は

当

然

出

る

と

一

時

域

づ

く

り

を

真

剣

に

話

し

合

う

思

う

。

反

対

論

は

貴

重

だ

。

一

さ
れ
て
い
な
い
P
露

器

の

諜

く

。

一

J
J
j

も
な
い
。
こ
の
た
め
仮
に
説
源
し
か
な
い
。
率
直
に
意
見
を
出
そ
ん
な
意
見
が
出
て
、
初
め
一

税
構
が
整
備
さ
れ

τい
な
い

i
小
規
議
自
桝
指
や
中
出
関
手
移
譲
し
て
も
自
主
運
営
で
き
し
合
い
、
仮
に
合
併
す
る
と
の
で
内
容
の
あ
る
議
論
が
で
き
一

以
上
、
自
主
行
敢
に
苓
り
な
地
域
は
生
き
残
れ
る
か
。
な
い
。
そ
ん
な
自
治
体
の
た
め
結
論
に
な
っ
た
と
き
で
も
合
併
る
。
一

い
。
あ
た
か
も
合
併
ず
れ
ば
開
小
さ
な
前
村
が
合
併
す
る
に
地
方
交
付
税
制
度
を
き
ち
ん
の
意
闘
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
一

題
一
が
解
訣
す
る
か
の
よ
う
に

地
方
捗
種
、
一
話
器
で
、
間
鰭
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な

か
ら
地
方
弘
盤
務
め
再
配
分
が
い
?
錯
綜
合
併
し
て
も
、
い

行
わ
れ
た
が
、
一
離
制
慨
は
移
譲
わ
ゆ
、
る
割
自
治
」
が
続

過
課
化
の
進
膿
怖
に

d

一
葉
搭
が

叫
問
え
て
ゆ
く
可
能
性
が
あ
る
。

中
山
閣
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

地
域
は
そ
も
そ
も
産
業
も
税
源

と
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
課
題

だ。

付



霊
嬢
大
教
撞

(
県
合
併
推
進
要
綱

策
定
検
討
委
員
会
長
)

藤
自
節
夫
氏
(
出
〉

j/i~ sιa 
M04  

i
合
併
の
是
非
に
つ
い
て
。

六
百
兆
円
を
超
え
る
国
と
地

方
の
財
政
赤
字
が
あ
る
以
上
、

こ
の
時
期
に
市
町
村
を
再
編
し

て
財
政
の
効
率
化
を
園
一
り
た
い

と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
合
併
せ
ず
自

主
独
立
の
道
も
あ
る
が
、
将
来

行
う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

カ
日
本
は
武
士
や
官
僚
が
雷
、

地
域
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て

き
た
。
こ
の
た
め
、
住
民
が

住
民
が
ピ
ジ
盟
ン

の
自
治
体
遺
骨
を
考
え
る
と
、

小
規
摸
自
治
体
で
は
存
続
が
難

し
い
だ
ろ
う
。

ー
住
民
主
導
の
合
併
論
議
を

地
域
の
将
来
像
を
描
く
こ
と

は
長
い
歴
史
の
中
で
も
、
こ

れ
ま
で
な
か
っ
た
。
自
分
の
地

域
に
責
任
を
持
ち
、
行
政
だ

G惹3種墾獲物言語qf)

;関空2輔

松
山
大
教
摺

(
地
方
自
治
法
学
)

妹
尾
克
敏
氏
(
円
引
)

」
自
治
体
の
合
併
へ
の
取
り

組
み
を
ど
~
つ
思
う
か
。

県
内
、
金
一
回
で
始
ま
っ
て
だ
。

お
り
止
め
よ
う
が
な
い
。
干
掛
L

ー
合
併
推
進
の
動
ぎ
を
ど
う

併
は
地
方
分
権
の
受
け
皿
段
み
浩
司

的

行

し
て
始
ま
っ
た
と
思
う
。
し
か

し
自
治
体
の
仕
事
だ
け
が
増

え
て
税
源
は
移
譲
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
れ
を
聴
し
て
「
受

け
皿
」
と
言
え
る
か
は
難
問

公
共
e

総
合
的
な
サ
!
ビ
ス

は
最
も
身
近
な
行
政
が
行
~
つ
べ

き
だ
。
行
政
エ
リ
ア
が
広
が
る

と
、
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
難
し
く
な
る
と
思
う
。
す
ま

っ
た
ら
ど
う
す
る
か
を
住
民

が
積
極
的
に
考
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
住
民
と
行
政

の
パ
ー
ト
ナ
!
シ
ッ
プ
を
つ
く

欝罷韓議轟轟 い
てら

ね
ば
な
ら
な

い
。
自
治
体
の
組

み
合
わ
せ
ば
か
り

話
し
合
う
の
で
は

な
く
、
明
確
な
地

域
ビ
ジ
ョ
ン
を
措

く
こ
と
が
必
要
だ
。

各
自
治
体
の
調
整
役
と
し
て

国
や
県
が
入
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
る
が
、
げ
ん
引
役
に
な
る
の

は
住
民
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い

と
思
う
。

!
合
併
の
代
替
案
は
あ
る
の

カ
広
域
行
政
的
な
も
の
と
し

て
、
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
の
「
〆
ト
ロ
」
を
例

に
挙
げ
た
い
。
日
本
で
は
有
名

無
実
化
し
た
「
郡
」
に
権
眼
を

持
た
せ
た
よ
う
な
も
の
。
交
通

や
土
地
利
用
な
ど
の
広
域
行
政

に
関
す
る
決
定
は
メ
ト
ロ
に

強
大
な
権
限
が
あ
る
。
一
方
で

公
園
整
備
、
教
育
な
ど
は
各

自
治
体
に
権
担
が
あ
り
、
全

体
と
個
別
の
区
割
り
が
で
き

て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
に

導
入
す
る
と
な
る
と
各
自
治

掠
は
「
我
が
田
に
水
を
罰
く
」

の
に
必
死
に
な
り
、
必
ず
し
も

米
国
の
例
を
そ
の
ま
ま
適
応

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
。

け
入
れ
が
た
い
。
錨
々
人
に
と
自
治
体
が
機
能
的
に
手
を
結
一

っ
て
本
当
に
豊
か
さ
を
実
感
で
び
、
事
務
を
共
同
処
理
す
れ
ば
一

ぎ
る
生
活
に
な
る
の
か
。
ど
う
ぷ
い
。
全
国
各
地
に
何
ら
か
の
一

も
発
想
が
下
手
間
か
ず
、
全
部
事
務
組
合
が
存
在
し
、
広
域
連
一

上
を
向
い
て
い
る
ο

合
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
オ
リ

!
?
A
口
併
に
代
わ
る
方
法
は
あ
ジ
ナ
ル
な
広
域
行
政
が
あ
っ
て

る

か

。

一

も

よ

い

。

多

様

な

も

の

を

一

受

け

告
鮮
は
最
終
的
な
手
段
で
入
れ
、
上
部
団
体
が
財
政
面
な

あ
り
、
到
達
す
る
ま
で
に
さ
ど
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
姿
勢
が
出

ま
ざ
ま
な
選
択
肢
が
あ
る
は
来
上
が
ら
な
い
と
民
主
的
で
実

ず
だ
。
そ
れ
を
国
が
「
で
き
り
の
あ
る
地
方
自
治
は
実
現
し

る
こ
と
な
ら
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
な
い
。

て
」
と
考
え
る
か
ら
無
理
が
生
(
地
方
郡
白
市
町
村
合
併
甘
取
材

じ

る

。

斑

)

H

お
わ
り

た
、
小
規
模
自
治

体
が
大
き
な
自
治

体
に
編
入
さ
れ
れ

ば
地
理
的
に
周
辺

部
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
基
盤
整
備

関

がと いな
下し今。ど
地て回 も

長長富島
つの併 し
て効輸に
い率識さ

語集実容
護室露設
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{

合

併

特

例

燐

}

合

併

特

例

る

り

進

期

間

内

会

ハ

一

年

六

月

ま

で

)

法
改
正
(
一
九
九
九
年
七
月
)
{
昭
和
の
大
合
併
}
一
九
五
に
ほ
ぼ
一
二
分
の
一
の
七
十
六
市

で
創
設
さ
れ
た
っ
地
方
単
独
事
一
一
一
(
昭
和

A

一
十
八
)
年
十
月
に
町
村
に
減
少
し
た
の
そ
の
後
、

業
の
ほ
か
、
国
庫
補
助
事
業
も
施
行
さ
れ
た
町
村
合
併
促
進
法
七
四
年
に
泊
字
和
海
村
が
宇
和

対
象
と
な
る
。
九
九
年
四
月
か
に
よ
る
自
治
体
の
整
理
統
合
。
島
市
に
合
併
す
る
な
ど
し
、
明

ら
ニ

0
0五
年
三
月
末
ま
で
に
当
時
、
愛
媛
に
は
二
百
三
十
四
夜
の
七
十
市
町
村
に
な
っ
た

ζ

合
併
し
た
自
治
体
に
適
用
さ
れ
市
町
村
が
あ
っ
た
が
、
合
併
推

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
に
ス
テ
ム
統
合
な
ど
の
臨
時
的
経
(
財
政
学
)
は
「
合
併
に
よ
る

挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
広
域
的
・
費
と
し
て
十
一
億
三
千
万
円
の
行
財
政
の
効
率
化
が
関
わ
れ
て
問
時
に
伴
、
つ
」
と
強
調
す
る

3

し
て
「
県
総
合
運
動
公
溜
」
、
さ
ま
ざ
ま
に
影
響
し
て
き
た
」

効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
だ
。
例
交
付
組
措
置
マ
公
共
料
金
・
公
い
る
が
、
そ
れ
ほ
と
単
純
で
は
一
方
で
、
地
方
は
一
九
八
O

重
信
町
に
は
「
町
総
合
公
関
」
と
振
り
返
る
つ
侶
A
村
と
日
B

え
ば
二
、
」
み
処
理
事
業
。
ダ
イ
償
費
負
担
な
ど
の
格
差
是
正
の
な
い
。
議
す
る
市
町
村
間
の
年
代
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
が
あ
る
。
村
が
合
併
し
新
し
い
防
に
な

オ
キ
シ
ン
対
策
を
伴
う
処
理
施
た
め
の
九
油
田
七
千
万
円
の
特
別
道
路
網
整
備
な
ど
新
た
な
投
資
ド
事
業
務
}
展
開
し
て
判
￥
~
。
例
鈴
木
教
謹
は
「
各
市
町
村
で
っ
た
が
、

A
地
区
に
コ
ミ
ュ

設
建
設
や
維
持
に
は
巨
額
の
交
付
税
ー
な
ど
も
あ
る
。
伊
予
が
な
い
と
、
問
治
体
と
し
て
の
え
ば
運
動
施
設
。
松
山
市
に
は
は
運
動
公
園
や
ホ
i
ル
な
ど
、
ニ
テ
ィ
!
施
設
を
建
て
れ
ば
、

費
用
が
か
か
る
た
め
、
小
規
市
・
伊
予
郡
の
年
間
財
政
中
規
模
襲
撃
手
分
発
揮
で
き
な
い
。
軍
国
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
ヌ
タ
ジ
ア
で
き
Q
も
の
を
ほ
と
ん
ど
や
っ

B
地
区
に
も
「
等
し
い
住
民
サ

模
自
治
体
単
独
で
は
取
り
組
(
合
計
約
三
百
九
十
億
円
)
を
合
併
は
費
用
の
削
減
と
発
生
を
ム
」
が
あ
り
、
砥
部
町
に
隣
接
て
し
ま
っ
た
ぜ
『
合
併
し
た
か

i
ビ
ス
を
」
と
、
同
様
施
設
を

み
に
く
い
が
、
合
併
で
展
翠

i

・

P

、

建

設

し

て

き

た

と

い

う

わ

け

d
i
i
投

資

描

唱

え

縫

込

む

?

だ

「

昭

和

史

審

議

融

く
り
建
設
資
金
調
逮
用
の
「
合
開

1

句

・

旬

、

ぷ

和

の

疎

開

の

下

、

結

果

的

に

各

併
特
例
債
」
発
行
を
認
め
る
な
考
え
る
と
、
「
ま
趨
輯
麗

1
i
i
j
i
l
i
l
i
-
-
i
i
i
J
ら
一
つ
で
よ
い
』
と
い
っ
て
も
、
地
に
閉
じ
も
の
を
送
っ
た
だ

ど

、

財

政

上

の

優

遇

措

蟹

芽

盛

ち

づ

く

り

資

金

」

融

輯

醐

一

い

一

今

あ

一

る

そ

ノ

を

嬢

す

わ

け

に

は

け

。

今

回

為

一

徳

一

伎

の

確

立

』

リ

込

ん

で

い

る

。

読

書

、

突

き

が

よ

く

聴

幅

一

腰

訟

も

一

い

か

な

い

。

そ

の

維

持

管

理

費

の

た

め

だ

け

に

エ

ネ

ル

ギ

i
を

合
併
後
十
年
間
、
市
町
村
建
設
分
か
る
つ
禰
櫨
撞
扇
騨

η
f
A
M
M

一
が
当
然
必
要
だ
。
施
設
を
効
率
費
や
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

蓄

に

基

づ

く

云

の

公

益

合

併

特

例

僚

の

輯

酪

輔

対

必

的

に

聾

す

る

の

は

か

な

り

先

い

か

」

。

同

幹

部

の

審

議

設
整
備
や
地
域
一
体
化
の
た
め
使
い
道
と
し
て
、
理
調
一
罷
4

口
i

の
話
に
な
る
」
と
指
摘
す
る
。
え
な
い

G

の

基

金

積

み

立

て

な

ど

に

つ

い

国

や

県

は

①

沼

市

開

制

崩

語

即

時

之

、

あ

る

自

治

体

の

幹

部

は

「

『

間

松

山

大

学

の

妹

一

望

丸

敏

教

授

て

、

事

業

費

の

九

五

%

ま

で

を

町

村

の

六

共

事

選

剛

山

山

謝

輔

酬

明

鍬

謡

和

の

大

合

併

』

か

ら

四

十

年

を

(

地

方

自

治

意

ナ

)

も

「

こ

れ

借
金
(
地
方
債
)
で
工
一
回
で
き
め
、
一
体
性
を
保
一
轍
骨
盤
露
関

v

b

J
櫨

経

て

も

な

お

旧

村

意

後

ま

根

だ

け

カ

ネ

が

確

保

で

き

る

か

ら

る
制
度
。
借
金
返
済
の
七
裁
は
つ
た
め
の
道
路
晶
一
閣
議

9
8
8論
議

い

。

ま

ち

づ

く

り

に

μ、
翌

予

ろ

う

と

と

、

後

か

醇
酢
臨
一
隅
嗣
時
酔
轟
/
旬
、
a

国

が

童

交

付

税

で

肩

代

わ

り

ト

ン

ネ

ル

、

庁

舎

鞠

鶴

一

覇

土

¥

ら

つ

い

て

く

る

よ

う

で

は

意

味

し

て

く

れ

る

。

な

ど

公

共

施

設

建

臨

調

館

一

醸

竺

が

な

い

」

と

言

い

切

る

。

在

、

集

の

一

市

基

本

パ

タ

審

議

福

祉

施

設

が

整

備

さ

一

覇

耐

一

¥

爆

の

基

本

パ

タ

ー

ン

に

沿

っ

!
ン
通
り
伊
予
一

m-
伊

予

郡

が

れ

て

い

な

い

地

区

へ

の

施

設

義

一

閉

山

二

て

中

予

十

六

市

町

村

が

三

つ

に

合
併
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2 0 0 0 年 5月に， r{語環型社会形成擢進基本法j ととちに， rグリーン購入法」が制定され

ましだ。グリーン購入j去の正式名称は「彊等による環境物品等の謂達の接選等に関する法僅J

といしi，留から地方自治体iこ苅して，努力義務としての通達があったそうです。

「グリーン購入j とは「できるだけ環境にやさしい製品やサービスを選んで翼うこと」だそ

うです。この取り組みiま消費者と行政事事業者がともに進めてゆかなければなりませんね。

グリーン購入j去って，



重信町議会傍聴席に望む

昨年、重信聞の役場が新庁舎となった。それに伴い密議会の議場も新庁舎の中

{こ入っ足。新庁奮ができて間もない頃くらしの学語会では新庁舎晃学を行つだ。

その日寺議揚も男せていただき、{事と広々とレだ議1霧だろうと驚嘆レたものである。

ところが、昨年末町議会の一書受賞問を憶聴に行つ疋ときのことであるο 一般費

問は議事進行よ一番後にあるので、当然のことながら、いつ始まっていつまでか

かるのか、ほとんどわからない。大体このころ始まるだろうと予想をつけて行く

のだが、自治のスケジューんの合簡を縫っていくのだから、どうしても途中で掠

げたりレなければならない羽田になる。結ってその時ち出来るだけ、出入口近く

!こ盛るっちりで、{茸轄席をのぞい7乙簡と、奥のの賭はかなり空いているのに、

抜けたい人が多いのか、入り口あだりは満席、しがち、異iこ入ろうにも人が通る

スペースは残されていないのだ。なるほど、それで、奥の151こ入る人がいなかっ

たのだ。議露詰忠々としているのにそれに比べ腎聴席の侍と狭いことか。レかち、

出入口が、ーカ所レかない疋め、より、出入りを鴎難iこしているわけだ。これで

は、傍聴需の数が前より増え疋として也実費入れる人数は少ないので!まないか。

いかにち罷購入を軽視レた設計と感ぜす、!こはいられない。

そこで、町に望みたい。住罵の意見を反映するべく町民の代表たる町議会議員

が、活発な議論を震関するべく議揚が広々とレた環境のちとで、活躍するのはい

いと認めてち、その様子を傍聴する住民がこの様な劣悪な環境のちとで億聴レな

ければならないというのはいかがなちのだろうか。早急に善処を要望したい。構

報開示の苗から言っても開かれた議会をアピーんする上でちこれほどかっこうの

材料はないのではないか。その日、中!こ入れないで外で、テレビモニターで管轄

する人ち多かつだ。間くところによるとモニターの調子が悪くそちらの方も善処

を望む揮があっだことをつけ加えておきたい。重信旺むがより住民iこ関かれた聞で

あるために必要と思われるところには必要な措置をとっていただきたいものであ

る。 (T. H) 
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地球温礎化防ヰのための愛媛県の取り組み

3月388C7J<)，愛媛県環境審議会が開催されました。昨年4用より 3 審議

会の委員を引き受けておりますので，今回も出j需レてきました。

今回の議題のうち 3 私にとって譲ち興味深かっ疋審議事項は「愛媛県地球温暖

化関止実行計画〈葉〉について」という毛のです。これは3 平成吉年 12月jこ探

択されだ京都議定書の趣昌iこ異せって，県の自主的な取り組みにおいて温室苅粟ガ

スの割減を闇るというもので黒の機関から排出されるj皇室弼粟刀、スの 98%を

占める「二強化民素Jを削減することが主な冨諜となっています。もちろん，異

体的1J:数i蓮田擦も諒されています。それは， i平成 22年度を自忠jこ.平成 2年

度対比 6%以上の二塁変化技素の排出削減を図るjという内容です。しかレ恐がら，

平成 22年度まではまだ時閣があります。そこで今回は 3 平成 13年度から 17 

年護を第一次の計画期間とι平成 17年度までに 3 平成 11年度実績の 6， 2 ~ら

以ょのこ酸化提素の排出猷減在留るということに在っています。

愛騒県leまi この実行言十麗を実現するために 107の異体的な取り組み環屈を

設けています。 内訳j誌「省エネルギー@省議源の推進」が49項目， iごみの減

量也・リサイクlしの推進Jが 16 ~員自 rグ 1) …ン購入の誰選J が 2 2 ~藁 r建

造物の営繕，管理等!こ当たっての環境艶藩」が20 ~真由と恋っています。そのう

ち，省エネルギー!こ関する項目のいくつかをこ、紹介レましょう。

令暖薦時!こは適切えま湿度設定を行し13;令え過ぎや)皐め過ぎがないよう十分に

注意する〈冷罵時 28'C，援薦時 1号℃を自安とする〉。

@ハイブリッド自動車や 2010年新燃費基準達成車芯と燃費向上!こ鍾れた車

覆を韻語的iこ選択する。

藤下:階段等の共用部分の鯖8~!ëj ， JT舎管理上.:s芝障のない範囲で消灯する。

職員についてはよτ概ね 3閉までの移動は踏段を使用するなど 3 階段利用を

1 1 



協行する。〈ろなみに来庁者!こは「欝寄り階への階段利用を呼びかける」そ

です。協力レまレょうね〉

いかがでしょうか。

E薫携審議会として{ま今後ち項自の検討3 追加怠どをしてゆくことに在りまレ

省エネルギー!こ取り組まれている7さにとっては】「あれ ?Jと思われる項目

宅うあるかもレれませんので?ぜひz ご協力ください。

なお3 削減の成果についてIet，毎年産公表されるそうですから，そちらのチエ

ックもお志れなく。 〈τ魯 S)

{今後の予定〕

下記の遇り j 4丹!こj立「替のおさんぽ会」を好いますc ぜひ3 ご参加ください。

実髄自信 4月28日〈土〉 時間 13:30rv15:30頃

集合 13 301こ開民会舘 環 所;輩{言町内のどこか。ヒ・ミ・ツ。

内容:警の自然を楽レみま~す。

また4月!こは 3 市町村合併!こ関連しての町の取り組みを，霊{書簡の担当者{こ伺

いたいと患っておりますので，自程が決まり次第ご連絡いたレます。

くらしの学醤会では，鑓時会員を薯集レております。

活動会員 2，000円/年 購読会員 1，000円/1年

振込口庫番号(郵{蔓局〉 くらしの学醤会 (01610-5-21026)

問い合わせ先向毒話・ファックス 089-964-6956 

縄築後記

「宇を大きくJとの希望で，今回は全体的に字を大きくしてみました。そのため，字ばかり

の議報となってしまいまし7乏が3 いかがでしょうかc

1 2 
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